
令和7  年
様 式 2-1

1日4月

就労継続支援A型事業所におけるスコア表 (全体)

事業所名 ALSIA

住  所 磐田市見付1333-7

電話番号 0538-35-5808

事業所番号 2216900726

管理者名 新井 祐 自

対象年度 令和6年度

(I)労働時間
1日の平均労働時間が 7時間以上

1日の平均労働時間が6時間以上7時間未満

1日の平均労働時間が5時間以上6時間未満

1日の平均労働時間が4時間30分以上5時間未満
1日の平均労働時間が4時間以上4時間30分未満

⑥l日の平均労働時間が3時間以上4時間未満

⑦l日の平均労働時間が2時間以上3時間未満

③ l日 の平均労働時間が 2時間未満

(Ⅳ) 支援力向上 (※ )
①研修計画に基づいた外部研修会又は内部研修会

参加した職員が 1人 以上参加している ○

②研修、学会等又は学会誌等において発表

1回 以上の場合 ○

Э視察・実習の実施又は受け入れ

いずれか一方のみの取組を行つている ○

の販路拡大の商談会等への参加

1回 以上の場合 ○

Э職員の人事評価制度

人事評価結果に基づき定期に昇給を判定する
制度を設け、全ての職員に周知している

○

Эピアサポーターの配置

ピアサポーターを職員として配置している

の第三者評価

漫喜31搭ワ?帽糞:玉裏モを示意評価を
Э国際標準化規格が定めた規格等の認証等

穀緑野量継言ダE皇与牙88日騎肇看貨帰等ぎ憲
めた

小計 (注 2) 点

(I)生 産活動

gf蔓ュ雪響基房添髪徴垂
がそれぞれ当該各年度に利用

○

詈馨膚星蓋:言蜃層肇重要墨系2]辱景曇獣]隼E層鶏
9漫蔓3賃察壽肇番卍蝸喬薯2皇顧雪冒塁お然畠競壼活

χ罰
預長お″示辱万撃警澄鶏昌暑卍隻厭号唇塞3総象履

暑ξ膏15!嘗蜃言慇菫重
9滑委ユ雪詈基房添髪楽需

がいずれも当該各年度に利用
点

点点

(Ⅲ )多様な働き方 (※ )
の免許・資格取得、検定の受検勧奨に関する制度

就業規則等で定めている

Э利用者を職員として登用する制度

就業規則等で定めている ○

③在宅勤務に係る労働条件及び服務規律

就業規則等で定めている

のフレックスタイム制に係る労働条件

就業規則等で定めている ○

Э短時間勤務に係る労働条件

就業規則等で定めている ○

3時差出勤制度に係る労働条件

就業規則等で定めている ○

0有給休暇の時間単位取得又は計画的付与制度

就業規則等で定めている ○

⑧傷病休暇等の取得に関する事項

就業規則等で定めている ○

小計 (注 1)
点

以 下

(V)地域連携活動

搭曾警景0テ菫景う÷奮繕I苓:菫『せF:易を各含脊:5 ○

点

以 10点

(Ⅵ )経営改善計画

撃昌務真LT案帰菅角でまな黎F措楚讐れ吏転瞥豪筆尾踏言
している。

○

点

こ提出していない場合

(Ⅶ )利用者の知識・能力向上

る[][[;i曽骨:li『「夕うラ雪7:ギ]昇言:〕鷲○
点

1事例以上あ

項 目 点数

労働時間

生産活動

多様な働き左

支援力向上

地域蟻 活動

掛営改善計画
利用者の知
識・能力向上

点
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様式2-2

就労継続支援A型事業所におけるスコア表 (実績 I～Ⅳ、Ⅵ)
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会計期間 ( 4月 ～ 3月 )

前 年 度 (R6年 度 )に お け る 取 組 (全 体表 「 (Ⅲ )多様な働き方 1の 各項 目において「就業婦則等で庁めている |と 選 IP.し た場合に記動

①免許・資格取得、検定の受検勧奨に関する制度

蟹
翻饉晋[おf蛋響 ]午I熙

職員として豊用する制度

レックスタイム制に係る労働条件 勤務に係る労働条件

前年度 (R6年
阜
)に おける取組 (全体表「 (Ⅳ )支 |=力 向上|の各項目に取組あり,巽択とした場合に記抑

③視察・実習の実施又は受け入れ

Ψ4澤甲需示薫ψ窯審 :未卓ψ未力Ц■エル1● ……
0し くは、他の事業工の撮察i寒習を彙||ムれてい層

日/参加者数   月  日    人

日    3

③国際標準化規格が定めた規格等の認証等
に

第二者評価を受けてい

x評価を受 !■た日……………月………目………ⅢⅢ……

□

□
受けた日

者である都道府県 (指定都市 i申核市)企、
書計画膚蒙、提出した。     □   □

…………………… 年………月………目

について適宜、実績がわかる情報を

□



就労継続支援A型事業所における地域連携活動実施状況報告書
ALSIA株 式会社 事業所番号

磐田市見付 1333-7

0538-35-5808 2024年 度

地域連携活動の概要

<活動内容 >

ピップ物流 株式会社 (袋井センター)実施日

程 月曜～金曜 (9:00～ 16:00)

ウエルシアの各店舗へのピッキング作業等午前 :4

名 午後 :4名  スタッフ 1名

<活動の様子 >

<目 的 >

ピッキング作業やその他の軽作業を請け負 うことにより、ライン全体の作業

効率を上げ経費圧縮=利益率向 Lへの貢献を日指す。また、地域の方々と一
緒に作業することにより、障がい者に接する機会を増や しFll解 と偏見をなく
していく。利用者には、 般企業での仕事を通 して精神面、体力画を強化 し
一般就職のイメージを具体的に持つてもらう。

<成果 >

全体の昼休み時間をライン整理作業に充てることにより、物流センター全体
の稼働時間圧縮することができ、コス ト圧縮=利益率向 卜の成果が出たとピ
ップ物流様には喜んでいただいた。また、ビッキング作業に対しても、 一般
社員の方々と変わらず作業をこなせていると評価いただき、担当シュー ト数
を増や してほしい (施設外就労拡大)と の要望も頂いた。利用者に関 して
は、2023年度は 11名の一般就労を実現。今後も一般就労 歩手前の職場と
して活月]していきたい。

連携先の企業等の意見または評価

当初は障がい者施設へ仕事を提供するという目的だったが、ALSIAと 協業し様々な作業をしていただく事により物流セ

ンター全体の時間効率が上がり経営効率改善に繋がった。

今後のさらなる連携に向けての課題は、物流センターで働く利用者の数を増やし、受け持ちエリアの拡大と利用者一人
一人の収益性を上げてもらう事

ピップ物流株式会社 齊藤センター長



(男」i氏 42-5)

R7  年   4  月  8  日

就労継続支援A型事業所における利用者の知識・能力向上に係る実施状況報告書

事業所名 ALSIA

住  所 磐田市見付 1333-フ

電話番号 0538… 35-5808

事業所番号 2216900726

管理者名 新丼 祐自

対象年度 令和6年度

利用者の矢□識・能力向上に係る実施概要

<活動内容 >

活動場所 。お取引先事業所

実施日程・R6.10.22

広告などの折り込み、封入

利用者数 5名

<活動の様子>

<目的>

新たな業務に対して積極的に務める様に挑戦して

いき、積極性を身に付け一般就労でも率先して作

業を行つてもらう目的

<成果 >

新たなことにチャレンジしていく事で前向きな行

動に繋がる。

また、利用者の方でも出来るというニーズもある

ので人材不足などの問題も角旱決できる。

連携先の企業や事業所等の意見または評価

従業員のお休みや急な仕事の依頼などで人手が足りない時に協力していただき非常に助かりました。

今後も急な作業依頼などが入りましたら是非共よろしくお願い致します。

連携先企業 (担当者 ) お取引先様のご意向により非開示

利用者からの意見・評価

とは違う作業ということもあ り最初は不慣れな所などがありましたが、作業を進めていくうちに慣れや自分なりの工

夫も持ててとても良い経験をさせていただきました。


